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地盤条件は，GL－15m程度までがN値約10前後の砂  

層で，GL－15m以探がN催約5程度の砂質シルトで1  

全体にt炊弱な地屑である。   

山留め璧にはSMW（SoilMixingWaユlの略）を採  

用し，壁悍60cm，深度16－20mである。また，土留め  

杭（応力材）には廿500×200を使用した。SMWの施  

工は特殊多軸混練オーガ梯を用いて行いパ鼓皮は201唱f／  

cm2程度である。   

掘削は1～3次に分割Lて行い，最終根切り探さは  

GL－9．7mで，切梁設置段数は2段である。   

計測期間（SMWの施工から1段切染解体まで）は昭  

利57年11月下旬から昭和58年4月上旬までである。   

2 計測システム   

今回の許I側対象は  

1）土留め杭応力・変形  

2）切染軸力・温度  

であり，使用計措に閲して，1）については押入式傾斜計  

とワイヤストレインゲージ型ひずみ計を併用した。2）に  

ついてはすべてワイヤストレインゲージ型ひずみ引であ  

る。   

測定地点はFig．1に示すとおり既設姓掛二近接する  

東側と南側に集中させ，挿入式傾斜計を用いた土留め杭  

の変形測定はNo．1－4，土留め杭の応力測定はNo．5  

～6，切染軸力測定はNo．7－9である。   

これらの測定データを収録するシステム桃成をFig．2  

に示す。   

このシステムにおいて挿入式傾斜計による計測は手動  

計測であるため，あらかじめ作成されたプログラム（入  

力データを少なくしたため汎肘性はない）に従って測定  

データを入力するがプログラムが会話型であり，日本語  

でメッセージが出力されるため上動勺簡単に入力および  

修正ができる。一旦入力したデータはファイルに保存す  

るため，初期値からの変化韮だけでなく，任意の時刻か  

らの変化量をいつでも取り出すことができ，変位，曲げ  

モーメントなどの物哩監に自動的に変換される。これら  

の結果は図表化され，CRTディスプレイ，漢字プリン  

タ，ⅩYプロッタなどに出力される。   

なお，変位の計昇式は測定値を補正Lて得られた傾斜  

角を仇とすると，次式で与えられる。  
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ここに，△ッ：測定ピッチ（100cm）   

一方，曲げモーメントについては次式により求める。   
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技術研究部では現在パーソナルコンピュータを利用  

して応力測定を始めとする各種の計測を進めているが，  

言l朋＝ニコンピュータを利用することのメリットは  

a）斉佃＝二かかる労力の省力化  

b）測定データ管理の簡便性  

c）処二哩のjE稚・迅速化  

d）図表化の容易性  

e）多角度の検討に対する柔軟性  

などが考えられる。特に，施工管理面で常に監視を要求  

される場合に有効である。   

ここではパーソナルコンピュータを利用Lナこ言†う則シス  

テムの概要を山留め引う別の例を用いて紹介する。   

1 山留め工事概要  

本工事は四国電力株式会社徳島電気ビル新集工事であ  

り，建設地は徳島駅南東に位置する。建物規模は地上8  

低 地下11管で，SRC構造である。   

計測の対象となる山留め工事の平面図をFig．1に示  

す。  
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Fig，1山留平面および測点   

■技術研究部建染技術課艮  
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事－■技術研究部土木技術課  
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Fig．2 言■上側システム構成  

伊f一夕ト1  
ーEJ  これ以外のひずみ計による計抽‖ま総て自軌引測である。  

静ひずみ測定器とコンピュータ間のデータの転送は  

RS232Cインターフェースにて行ったが∴測定帯々竣え  

ることで，GP・IBインターフェースも利用できる。  

RS232Cの場合デバイスと1：1の対応が必要であり，  

測定端側の制御命令が少ないため，呪証，技術研究部が  

行っている計引州まほとんどGP一工Bを佐川している。但  

し，ソフト上はRS232Cの方が簡坤である。   

測定データは押入式傾斜計の場合と同様に，一旦ファ  

イルじ；圭ぎき込んだのち土留め杭応力，切梁軸力などに変  

換される。なお．切梁帥力についてはひずみ計ととい二  

設置した温度ゲージによりコンピュータ内部で自動的に  

祁正を行う。   

Fig．3は測点No．7，8の切払帥力の経時変化をCRT  

ディスプレイけ画いたもののハードコピーである。  

【切窯伯方・ウ手芸時空化I  

△ッ  
ここに，E：土留め杭のヤング率  

J：土留め杭の断面2次モーメント   

Photolは押入式傾斜計データの入力糞であり，  

Photo2は測定データを変位などに変換した結果を  

CRTディスプレイ上に図化したものである。  
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Photol押入式傾斜計データ入力表  
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Fig．3 切梁軸カ国のノ、－ドコピー   

以上，冊単にパーソナルコンピュータを利用した計測シ  

ステムについて述べたが，これについての詳糾は下記の  

参考文献を参照されたい。  

【参考文献l  

伊勢，丸岡，土橋rパーソナルコンピュータによる現場  

言仰卜山留計測の例』建設機械 Vol．19，No．11，1983  

】88   

Photo2 挿入式傾斜計による変位・曲げモーメントの  
測定結果のCRTディスプレイヘの出力例  




